
う れ し か っ た 『  あ の  一  言  』 

カメまんねん カメまんねん 
いつまでも健康で⻑⽣きして欲しいから。いとう⻭科医院は⾼齢の⽅にも安全安⼼な「保険治療で治す⼊れ⻭専門」の⻭医者です。 

 

自
分
の
⻭
が
あ
っ
た
時
は
上
よ
り
下
の
⻭

並
び
の
⽅
が
前
に
出
て
い
る
反
対
咬
合
で
し

し
た
。
今
回
の
よ
う
な
教
科
書
的
に
理
想
的

な
⻭
並
び
を
作
っ
て
し
ま
う
と
、
違
和
感
が

強
く
て
⼊
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
上
の
⼊
れ
⻭
を
調
整
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
上
下
の
前
⻭
の
先
端
が
接
す
る

「切
端
咬
合
」
の
⻭
並
び
に
な
る
よ
う
に
厚

さ
５
ミ
リ
ほ
ど
大
胆
に
削
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
⻭
並
び
の
作
り
⽅
は
教
科
書
に
は
載
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

⼊
れ
⻭
治
療
で
大
切
な
の
は
第
一印
象
で

す
。
私
が
最
も
参
考
に
し
て
い
る
の
は
教
科

書
で
は
な
く
患
者
さ
ん
の
言
葉
。 

 

ひ
と
回
り
小
さ
く
な
っ
た
⼊
れ
⻭
を
⼊
れ

た
Ｎ
さ
ん
は
「ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。
こ
れ

な
ら
⼊
れ
ら
れ
そ
う
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
１
週
間
後
に
来
院
さ

れ
た
の
で
様
子
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
快
適
に

使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

２０１８年 １２月 

その１４６ 

 

こ
ん
に
ち
は
、
い
と
う
⻭
科
医
院
の
伊
藤
⾼
史
で
す
。
休
日
の
昼
食
時
の
フ
ァ
ミ
レ

ス
は
混
ん
で
ま
す
ね
。
順
番
待
ち
の
行
列
は
３
０
分
ほ
ど
立
ち
っ
ぱ
な
し
。
周
囲
の
人

た
ち
も
す
っ
か
り
無
表
情
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
「パ
パ
、
手
を
あ
げ
ろ
！
」
娘
が
突

き
つ
け
た
の
は
レ
ジ
の
横
で
売
っ
て
い
る
オ
モ
チ
ャ
の
銃
。
ピ
キ
ュ
ン
ピ
キ
ュ
ン
！

「う
わ
～
や
ら
れ
た
」
私
が
お
約
束
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
後
ろ
か

ら
も
「手
を
あ
げ
ろ
！
」
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ま
で
退
屈
そ
う

に
し
て
い
た
他
の
子
が
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
オ
モ
チ
ャ
の
銃
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ほ
ど
な
く
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
⼊
り
口
は
５
人
の
幼
稚

園
児
と
小
学
⽣
た
ち
の
大
銃
撃
戦
に
。
商
品
な
の
で
手
荒
く
扱

わ
な
い
よ
う
に
は
言
い
ま
し
た
。
５
人
に
撃
た
れ
て
ハ
チ
の
巣

に
な
り
な
が
ら
子
ど
も
の
笑
顔
に
救
わ
れ
ま
し
た
。 

揺

れ

動

く

感

情

の
描

写 

魅

力

に

引

き

込

ま

れ

た

３
時

間 

今回行なったさＮさんの⼊れ⻭を削って合わせる治療は保険適⽤で約5,000円でした(治療費は症状により個人差があります)。 

 

劇
中
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
シ
ー
ン
で
合
唱

さ
れ
る
名
曲
「乾
杯
の
歌
」
は
と
て
も
華

や
か
な
楽
曲
で
す
。
毎
年
お
正
月
に
開
催

さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
最
後
に
全
員
で
歌
う
、
明
る
く

元
気
よ
く
力
強
さ
に
満
ち
溢
れ
た
作
品
で

す
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
美
姫
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ

と
恋
人
ア
ル
フ
レ
ー
ド
の
悲
し
い
結
末
を

知
っ
て
い
た
私
は
曲
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏

腹
に
切
な
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。   

素
朴
な
青
年
と
、
病
弱
で
は
あ
る
も
の

の
男
た
ち
の
注
目
を
一身
に
集
め
る
⾼
級

娼
婦
が
本
物
の
恋
に
落
ち
て
い
く
。
華
や

か
な
⽣
活
を
捨
て
て
パ
リ
郊
外
の
田
舎
家

で
ひ
っ
そ
り
と
同
棲
⽣
活
を
始
め
、
幸
福

感
に
ひ
た
る
青
年
で
す
が
、
⽣
活
費
は
椿

姫
（ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
）
が
宝
石
な
ど
を

売
っ
て
工
面
し
て
い
た
。 

 

そ
の
事
実
を
知
っ
た
青
年
は
⼼
が
痛
み

意
を
決
し
て
パ
リ
に
立
つ
。
そ
し
て
青
年

の
父
親
の
登
場
に
よ
っ
て
物
語
は
さ
ら
に

展
開
し
て
い
く
。 

  

相
手
を
思
う
気
持
ち
と
行
き
違
い
が
う

ま
れ
、
彼
女
と
周
囲
の
者
た
ち
が
悩
み
な

が
ら
互
い
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
変
わ
っ

て
い
く
。
男
女
の
愛
か
ら
親
子
の
愛
ま
で

様
々
な
「愛
の
か
た
ち
」
を
描
き
出
し
て

い
る
こ
の
作
品
は
登
場
人
物
の
気
持
ち
や

揺
れ
動
く
感
情
の
描
写
が
と
て
も
丁
寧
で

自
然
と
そ
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き

ま
す
。 

 

そ
う
し
た
人
間
的
な
葛
藤
や
気
持
ち
の

変
化
を
て
い
ね
い
に
描
く
こ
と
で
観
る
者

の
⼼
を
満
た
し
て
く
れ
る
作
品
で
す
。
こ

の
作
品
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
た
３
時
間

は
と
て
も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。 

  

現
代
は
ス
マ
ホ
の
普
及
で
簡
単
に
情
報

交
換
が
で
き
る
も
の
の
、
条
件
反
射
の
よ

う
な
表
面
的
な
や
り
と
り
が
多
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
と
り
に
さ
び
し
さ

を
感
じ
て
い
た
私
で
す
が
今
日
は
人
を
思

い
や
る
気
持
ち
や
人
の
や
さ
し
さ
に
触
れ

て
ち
⼼
が
満
た
さ
れ
ま
し
た
。 

「総
⼊
れ
⻭
を
⼊
れ
て
い
ら
れ
な
い
」
６
０

代
女
性
Ｎ
さ
ん
の
悩
み
で
す
。 

 

他
院
で
作
ら
れ
た
⼊
れ
⻭
は
、
上
の
前
⻭

が
下
の
前
⻭
を
保
護
す
る
よ
う
に
美
し
い

フ
ォ
ル
ム
に
造
形
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
⽣

時
代
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
そ
う
な
理
想
的

な
⻭
並
び
の
⼊
れ
⻭
で
す
。
私
が
手
を
出
す

余
地
は
な
さ
そ
う
で
す
が
⼊
れ
⻭
は
作
品
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
さ
ん
の
⽣
活
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
に
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

ど
の
よ
う
に
修
正
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ

れ
は
⻭
科
医
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
患
者

さ
ん
に
聞
く
こ
と
で
す
。
⼊
れ
⻭
に
な
る
前

の
⻭
並
び
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

答
え
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
オ
ペ
ラ
が
公
開
さ
れ
た
当
時
と
今

で
は
時
代
背
景
が
全
く
違
い
ま
す
。
な
ぜ

「椿
姫
」
は
、
ス
マ
ホ
が
普
及
し
て
便
利

な
⽣
活
を
送
っ
て
い
る
現
代
ま
で
演
じ
続

け
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

先
日
オ
ペ
ラ
「椿
姫
」
を
観
劇
に
行
き
ま

し
た
。
オ
ペ
ラ
と
い
う
と
お
⾼
い
イ
メ
ー
ジ

で
す
が
、
学
⽣
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
じ
て
い

て
⼊
場
は
無
料
。
会
場
は
公
会
堂
で
す
。
で

も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
本
格
的
。
あ
ら
す
じ
、

出
演
者
、
椿
姫
の
成
り
立
ち
、
歴
史
な
ど
詳

し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
開
演
前
に
読
み
こ

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

「椿
姫
」
は
悲
劇
で
す
。
今
か
ら
１
６
５
年

前
の
１
８
５
３
年
に
イ
タ
リ
ア
の
ロ
マ
ン
派

の
作
曲
家
ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
オ
ペ
ラ
で
す
。
当
時
と
し

て
は
珍
し
い
現
代
劇
で
、
画
期
的
な
作
品
と

し
て
話
題
に
な
っ
た
も
の
の
、
初
演
当
初
は

娼
婦
を
主
役
に
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
で
国

の
検
問
で
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ヒ
ロ
イ
ン
が
最
後
に
死
ぬ
と
い
う
こ
と
で
上

演
が
許
可
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

公
開
さ
れ
て
数
年
後
に
は
優
れ
た
価
値
が

評
価
さ
れ
て
、
現
在
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る

オ
ペ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



■いとう⻭科医院に寄せられた患者さんの声■ 

いとう⻭科医院では初めての患者さんにはお⾦のかかる自費治療はやりません。安全安⼼な保険治療で、じっくりと取り組んでいきます。 

〒167-0054 東京都杉並区松庵３－６－３ 

いとう⻭科医院 

印
南
建
設

さ
ん 

仲
通
り
街 

いとう⻭科 

木日祝休み 

稲荷神社 

青い鳥 

クリーニングさん 

西荻窪駅南口 

TEL︓03-3333-5389 

昭和９年（1934年）に祖父⾼秋が開業して以来……。おかげ様で「いとう⻭科医院」は地元松庵で80年を越えました。 

カメまんねん、１部は一番大切なお友達にプレゼントしてあげてください。 

五日市街道 

月 火 水 木 金 土 

08︓30 〜 11︓00 

14︓00 〜 17︓00 
※ 予約制ではありません。 
  お越しいただいた順番に 
  診療しています。 

インターネットで公開中！ 患者が作る患者のための『病院の通信簿』 
→ http://www.tusinbo.com/ ついに患者さんの投票数は 170通を超えました！ 

◆2018年4月 男性 ５０代 ⼈前で笑えなくてこまっていました。どうしても⼝元が気になってしまいホームページを⾒て気になってい
たのですが時間が合わずなかなか⾏けませんでした。来て本当によかったです。もっと早くこれば良かったと思いました。⾊々ありがとう
ございました。何かあればまた来ます。  
◆2017年12月 女性 ３０代 ⻭のことで悩んでいますが、ここに来ることで、少しずつ前向きになれています。いつもありがとうござい
ます！ ◆2017年10月 女性６０代 早く知っていれば…⻑年使⽤していた上の⼊れ⻭がほとんど真っ２つに割れてしまい 近所の⻭科医院
で新しく⼊れ⻭を作りましたが合わずにしませんでした。 悩んでいると娘が⻄荻窪に⼊れ⻭を治してくれる⻭科医院があると調べて教えて
くれました。 そうゆう⻭科医院があるという事が信じられませんでしたが、娘の絶対に行くべきという言葉で いとう⻭科医院に行きまし
た。 自分なりに恥ずかしさがありましたが先⽣はやさしく説明してくれたので安⼼しました。 待つこと１時間⾜らず、出来た⻭をみてこん
なにもしっかり作って下さった事に感謝致しました。 院⻑先⽣、そして教えてくれた娘に感謝しています。 ◆2017年8月 男性40代 普
通の⻭医者だと、何だか怖い印象がありますが いとう⻭科だったら、絶対大丈夫！ と人にオススメできます。 本当にアットホームな感じ
で、いつ来てもホッとさせてもらえる雰囲気が気に⼊って、埼⽟から一時間以上かけて通っています。 それだけ時間を掛けても良いと思え
る⻭医者さんです。◆2017年6月 女性50代 以前別の⻭科医院にてインプラントと⼊れ⻭の治療をしましたが不具合が多くしっかりかみ
合わせることができませんでした。いとう先⽣に⼊れ⻭を作り直していただくとキチッと合い、⼊れ⻭が浮いたりすることもなく、快適に
食事もできるようになりました。今後も抜⻭することがあってもインプラントではなくいとう先⽣に⼊れ⻭を作っていただきたいと思いま
す。これからもよろしくお願いいたします。⼼より感謝しております。◆2016年4月 女性60代 久しぶりに来ました。すばらしい音楽に
ホットしています。何よりも、先⽣のやさしい笑顔と声が遠⽅から来た私の⼼をいやしてくださいます。来て良かったと思いました。ち
りょうも、先⽣はすごいきようで有難いです。天の助け、神様と同じです。有難うございます。◆2016年2月 男性70代 いつもお世話に
なっております。 私は上の⾦属床の総⼊れ⻭です。 なかなか難しい⼊れ⻭でいくつかの⻭医者さんに行っておりましたが ⾦属床は調整す
るのが難しいと言われ悩んでいましたところ インターネットで⼊れ⻭の名医で検索していたところ、保険のきかない、いまはやりのインプ
ラント・⾼額な⼊れ⻭の説明がほとんどでした。 探しているうちに⻄荻窪の近くに いとう⻭科医院のホームページを⾒つけ保険治療で⼊
れ⻭専門との事。 今時このような⻭科医院があるとは早速メールで問い合わせたところ丁寧な対応していただき予約制ではないので いつで
もいらしてくださいとのご返事を頂き すぐに⾞で駆け付け大先⽣に対応して頂き⾒てもらいほんの２０分ほどで治療が終わり何時でも良い
のでまた来るようにと言われ ⼆日後に伺いその日は若先⽣に治療していただきました ⾦属床の⼊れ⻭でも床の調整をして頂きだいぶ今まで
の⼊れ⻭が安定し固い物も・ニラ野菜等も食べられるようになりホッとしていましたが 自分自身の今までのくせで⼊れ⻭が合わなくなり何
回も通っていました 先⽣も嫌な顔せず丁寧に治療して下さり本当にありがたく感謝しております。 患者自身も⼊れ⻭に慣れないと先⽣に苦
労を掛けるのではないかと本人も努力しています。 今後もご迷惑をおかけするかと思いますが伊藤先⽣が頼りです、どうぞ宜しくお願い致
します。 ◆2015年12月 男性50代 ⻑い間、⼊れ⻭を使っている内に、段々、合わなくなり、⻭ぐきに当たる部分が、痛くて、食べ物を
うまくかめない状態が続き、残っていた⻭も抜けてしまい、本当にかめない月日が⻑く続いていました。 近所の⻭医者さんも、何回も通い
ましたが、ピッタリと合う⼊れ⻭を作っていただくことができず、日常の⽣活に、ずっと、ストレスを感じて過ごしていました。 それが…
知人から教えてもらい、伊藤⻭科に、通院することができるようになって⽣活が１８０度変わり、明るく積極的に⽣活できるようになり、
本当に感謝しています。 ⼊れ⻭と⻭ぐきの当たる時の痛みを感じる時はその日、その場で、調整していただくことができ、どれだけ、あり
がたいか…。本当にありがとうございます。◆2015年10月 男性40代 ⻭の事でなやんでいたのですが、こちらの先⽣に⾒てもらってと
てもよかったです。とても気さくな⽅で、本当によかったです。⼊れ⻭でなやんでいる知り合いがいたら、ぜひ照会したいと思います。あ
りがとうございます。◆2015年5月 女性50代 ホームページを⾒て去年兵庫県より来て⾒て頂きました。先⽣がすごくやさしくていねい
で！ 本当に感謝しています。他の⻭科なら１ヶ月以上かかるのに１日で治して頂き涙が出るほどうれしかったです。⻭を大切にしないで
今まできた自分に反省しても、どうにもなりません。これからは作って頂いたいれ⻭を大切にしていきます。ほんとうにありがとうござい
ます。何かあれば、遠いですが、又、来させて頂きます。◆2015年4月 女性50代 毎月カメまんねんのお便りありがとうございます。と
ても親切で安⼼して治療して頂けます。これからもよろしくお願い致します。◆2014年5月 50代男性 とても親切、やさしく丁寧な⻭医
者さんに出会えてうれしく幸せです。⼼より感謝を申し上げます。日本はまだまだすてたものではありません。このようなお医者さまが一
人でも多くなりますことを祈念しつつ。 ◆2015年3月 50代女性 毎月カメまんねんのお便りありがとうございます。とても親切で安⼼し
て治療して頂けます。これからもよろしくお願い致します。 

 いとう⻭科医院のホームページが完成しました︕ 
 
 ⻭科医師から言われた内容を念のため確認したい。治療について
知りたい。そのような声にお応えできるように「よくある質問」
「保険で行なった治療の症例」などで豊富に紹介しています。 
「⻄荻窪 ⼊れ⻭ いとう⻭科」で検索してください。 

 http://www.ireba-ito.com/ 

松庵内科さん 


